
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 ２月 10日発行  袋井市幼児教育センター 

～子どもの学びと育ちを支え、質の高い幼児教育･保育を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

  

         

 

つ む ぐ Ｎｏ，７ 

 子どもは生活の中で、数量や図形に触れ、物の数え方や形の違い、長さや大きさなどに

気付きます。その気付きから「物を数えて比較する」「形に興味をもって分類する」「形を

組み合わせてものをつくる」など、生活や遊びに活用していくことで、数や形などの使い

方を理解します。 

子ども自身が、その必要性を感じて、日常的に数や形を取り入れていく体験を重ねてい

くことが大切です。  

大人は、単に知識を教え、獲得することを目的にするのではなく、一緒に遊びながら、 

子どもがどのように数や形をとらえようとしているのか、どんな考えをもって遊んでいる

のかなどについて知り、必要に応じてアドバイスをします。 

四角や三角などの形を使って、   

タブレットの画面に絵を描く幼児 

タブレット教材「できるーと」で得た体験を生かして  

「できるーと」を使うことで「三角を２つ使うと四角にな

るんだ」「長い棒（長方形）を重ねると太い棒になるよ」

と、今まで感覚として捉えていたことをタブレットの画面

上で体験できます。その体験が遊びの中でさらに結びつ

き、思考力や表現力が高まります。                    

 

本市では、「袋井市就学前教育・幼小接続カリキュラム」に基づき、10 の力を育成する教育指導を行っています。 幼児教育センターだより

『つむぐ』では、市内の幼稚園や保育所（園）での実践の様子などを紹介しています。  袋井市教育委員会 幼児教育センター 86－5511 
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(2)道徳性　規範
意識の芽生え

⑶健康な心と体
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形に興味関心をもち、イメージしたものをつくる幼児 「10人とじゃんけん」遊びに挑戦 


